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国際線地区国際線地区国際線地区国際線地区エプロンエプロンエプロンエプロンのののの設計設計設計設計のののの基本的考基本的考基本的考基本的考ええええ方方方方

～～～～契約契約契約契約のののの特徴及特徴及特徴及特徴及びびびび要求水準要求水準要求水準要求水準～～～～

関東地方整備局
東京空港整備事務所
PFI事業推進室 竹田 康雄
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施工位置

国際線地区整備事業範囲



貨物貨物貨物貨物ターミナルターミナルターミナルターミナル整備整備整備整備・・・・貨物貨物貨物貨物ターミナルターミナルターミナルターミナル整備整備整備整備・・・・
運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業

旅客旅客旅客旅客ターミナルビルターミナルビルターミナルビルターミナルビル等整備等整備等整備等整備・・・・旅客旅客旅客旅客ターミナルビルターミナルビルターミナルビルターミナルビル等整備等整備等整備等整備・・・・
運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業運営事業

エプロンエプロンエプロンエプロンエプロンエプロンエプロンエプロン等整備等事業等整備等事業等整備等事業等整備等事業等整備等事業等整備等事業等整備等事業等整備等事業

国際線地区ＰＦＩ事業区分図

南側南側南側南側エプロンエプロンエプロンエプロン

北側北側北側北側エプロンエプロンエプロンエプロン

空
港
連
絡
道
路

空
港
連
絡
道
路

空
港
連
絡
道
路

空
港
連
絡
道
路 国際定期便国際定期便国際定期便国際定期便ののののエプロンエプロンエプロンエプロン等整備等整備等整備等整備

・・・・敷地面積敷地面積敷地面積敷地面積：：：：約約約約６９６９６９６９ｈａｈａｈａｈａ

・・・・スポットスポットスポットスポット数数数数：：：：３４３４３４３４スポットスポットスポットスポット

【【【【昼間時間帯昼間時間帯昼間時間帯昼間時間帯】】】】

近距離国際旅客定期便近距離国際旅客定期便近距離国際旅客定期便近距離国際旅客定期便（（（（3万回万回万回万回／／／／年年年年））））

【【【【深夜早朝時間帯深夜早朝時間帯深夜早朝時間帯深夜早朝時間帯】】】】

国際旅客便国際旅客便国際旅客便国際旅客便、、、、国際貨物便国際貨物便国際貨物便国際貨物便
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Ａ滑走路Ａ滑走路

Ｂ滑走路Ｂ滑走路
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三愛石油三愛石油三愛石油三愛石油シールドシールドシールドシールド三愛石油三愛石油三愛石油三愛石油シールドシールドシールドシールド
（（（（航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管））））（（（（航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管航空機燃料輸送管））））

東京東京東京東京モノレールモノレールモノレールモノレール東京東京東京東京モノレールモノレールモノレールモノレール

周辺関連施設配置状況

Ｃ滑走路Ｃ滑走路
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■■ ＰＦＩ（ＰＦＩ（ＰＰrivaterivate FFinance inance ＩＩnitiativenitiative) ) 

公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、

経営能力及び技術的能力を活用して、より効率的、経営能力及び技術的能力を活用して、より効率的、

効果的な公共サービスを民間から調達するための手法効果的な公共サービスを民間から調達するための手法

※※ＰＦＩ法「民間資金等の活用による公共施設等の整備等ＰＦＩ法「民間資金等の活用による公共施設等の整備等

の促進に関する法律」の制定（平成の促進に関する法律」の制定（平成1111年年77月）月）

■■ ＰＦＩ事業のメリットＰＦＩ事業のメリット

・財政負担の平準化・財政負担の平準化

・国のリスク回避・国のリスク回避

ＰＦＩ事業とは

～～～～ 基本方針策定基本方針策定基本方針策定基本方針策定（（（（H12．．．．3））））以降以降以降以降にににに

実施方針実施方針実施方針実施方針がががが策定策定策定策定・・・・公表公表公表公表されたされたされたされた事業数事業数事業数事業数 ～～～～

・・・・国国国国のののの事業事業事業事業 ：：：： ３８３８３８３８件件件件

・・・・地方公共団体地方公共団体地方公共団体地方公共団体のののの事業事業事業事業 ：：：：２０９２０９２０９２０９件件件件

・・・・特殊法人特殊法人特殊法人特殊法人そのそのそのその他他他他のののの公共法人公共法人公共法人公共法人のののの事業事業事業事業：：：： ３１３１３１３１件件件件

合合合合 計計計計 ：：：：２７６２７６２７６２７６件件件件

（（（（内閣府内閣府内閣府内閣府ＰＦＩＰＦＩＰＦＩＰＦＩホームページホームページホームページホームページよりよりよりより））））
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約３０年間約３０年間

エプロンエプロンエプロンエプロン等等等等エプロンエプロンエプロンエプロン等等等等

整備等事業整備等事業整備等事業整備等事業整備等事業整備等事業整備等事業整備等事業

貨物貨物貨物貨物ターミナルターミナルターミナルターミナル貨物貨物貨物貨物ターミナルターミナルターミナルターミナル

整備整備整備整備・・・・運営事業運営事業運営事業運営事業整備整備整備整備・・・・運営事業運営事業運営事業運営事業

旅客旅客旅客旅客ターミナルビルターミナルビルターミナルビルターミナルビル等等等等旅客旅客旅客旅客ターミナルビルターミナルビルターミナルビルターミナルビル等等等等

整備整備整備整備・・・・運営事業運営事業運営事業運営事業整備整備整備整備・・・・運営事業運営事業運営事業運営事業

旅客ターミナルビル等の旅客ターミナルビル等の

運営運営、設計、施工監理、維持管理、設計、施工監理、維持管理

旅客ターミナルビル旅客ターミナルビル、、駐車場駐車場等等

総合評価一般競争入札総合評価一般競争入札

（エプロン等の（エプロン等の施設整備費施設整備費施設整備費施設整備費をををを重視重視重視重視施設整備費施設整備費施設整備費施設整備費をををを重視重視重視重視

して選定）して選定）

公募型プロポーザル公募型プロポーザル

（基本的には、（基本的には、ターミナルのターミナルの運営面運営面運営面運営面をををを中心中心中心中心にににに評価評価評価評価運営面運営面運営面運営面をををを中心中心中心中心にににに評価評価評価評価、選定）、選定）

事業者の事業者の

選定方式選定方式

約３０年間約３０年間事業期間事業期間

ササ ーー ビビ スス 購購 入入 型型

（（国国国国がががが施設整備費等施設整備費等施設整備費等施設整備費等のののの対価対価対価対価をををを国国国国がががが施設整備費等施設整備費等施設整備費等施設整備費等のののの対価対価対価対価をををを

支払支払支払支払支払支払支払支払うううううううう。。。。。。。。））））））））

独独 立立 採採 算算 型型
（（国費国費国費国費はははは投入投入投入投入国費国費国費国費はははは投入投入投入投入せずせずせずせず、SPCがＰＳＦＣ（旅客取扱施設使用料)やテナント料収入

等により施設整備費等を回収する。）等により施設整備費等を回収する。）

事業方式事業方式

エプロン等のエプロン等の

設計、施工、維持管理設計、施工、維持管理

貨物ターミナルの貨物ターミナルの

運営運営、設計、施工監理、維持管理、設計、施工監理、維持管理
業務業務概要概要

エプロン、構内道路等エプロン、構内道路等貨物貨物上屋、トラックヤード等上屋、トラックヤード等施設概要施設概要

国際線地区整備手法概要一覧
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利用者

サービス提供

サービス料支払い
サービス提供

金融機関
融資

返済

金融機関

融資

返済

サービス監視

公共部門

民間(ＳＰＣ)

公共部門

民間(ＳＰＣ)

利用者

サービス提供

利用料金

ＰＦＩ事業の事業類型

【サービス購入型 】

【 独立採算型 】

（施設建設・維持管理・運営費用）

例）中央合同庁舎第７号館整備等事業
衆議院赤坂議員宿舎整備等事業
美称社会復帰促進センター整備・運営事業 等

例）神戸大学医学部附属病院立体駐車場施設
整備等事業
ひびきコンテナターミナル整備及び運営事業 等

利用料金

エプロンエプロンエプロンエプロン等整備等等整備等等整備等等整備等

※※※※ＳＰＣ：ＳＰＣ：ＳＰＣ：ＳＰＣ：特別目的会社特別目的会社特別目的会社特別目的会社
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事業経緯

平成１６年度 ＰＦＩ手法等による国際線地区の整備運営に関する制度設計

平成１７年度 実施方針の策定・公表(4月15日）

平成１８年度 設計承諾（平成19年2月28日）

平成２１年度 エプロン工事完了予定（平成21年9月30日）

平成４６年度 事業契約の終了（平成47年3月31日）

特定事業の評価、選定、公表（6月29日）

事業者の募集（入札公告、7月29日）

開札(平成18年1月31日）

ＳＰＣとの事業契約の締結（平成18年3月24日）

工事着手（平成19年3月1日）

契約内容

■ 事 業 名：東京国際空港国際線地区エプロン等整備等事業

■ 契約金額：￥５１、９９６、７９９、０８８円（消費税込み）

■ 事 業 者：羽田空港国際線エプロンＰＦＩ株式会社

■ 事業期間：平成１８年３月２４日～平成４７年３月３１日



�基本施設等整備基本施設等整備基本施設等整備基本施設等整備（（（（エプロンエプロンエプロンエプロン、、、、ショルダーショルダーショルダーショルダー、、、、GSE通行帯通行帯通行帯通行帯［［［［橋梁部含橋梁部含橋梁部含橋梁部含むむむむ］］］］等等等等））））

�航空保安施設整備航空保安施設整備航空保安施設整備航空保安施設整備（（（（航空灯火施設航空灯火施設航空灯火施設航空灯火施設、、、、エプロンエプロンエプロンエプロン監視用監視用監視用監視用ITV、、、、電源施設等電源施設等電源施設等電源施設等））））

�付帯施設整備付帯施設整備付帯施設整備付帯施設整備（（（（消防水利施設消防水利施設消防水利施設消防水利施設、、、、排水施設排水施設排水施設排水施設、、、、共同溝共同溝共同溝共同溝、、、、上下水道施設等上下水道施設等上下水道施設等上下水道施設等））））

�構内道路構内道路構内道路構内道路・・・・駐車場整備駐車場整備駐車場整備駐車場整備（（（（バスバスバスバス・・・・タクシープールタクシープールタクシープールタクシープール））））

�緑地緑地緑地緑地（（（（植生植生植生植生、、、、排水排水排水排水））））

�維持管理維持管理維持管理維持管理（（（（本件事業用地引本件事業用地引本件事業用地引本件事業用地引きききき渡渡渡渡しししし後後後後、、、、対象施設対象施設対象施設対象施設のののの維持管理維持管理維持管理維持管理をををを行行行行うううう））））

エプロンエプロンエプロンエプロン舗装舗装舗装舗装 地盤改良地盤改良地盤改良地盤改良 航空保安施設航空保安施設航空保安施設航空保安施設 維持管理維持管理維持管理維持管理

事業概要
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■■■■国直轄事業国直轄事業国直轄事業国直轄事業のののの土木分野土木分野土木分野土木分野でのでのでのでの
ビッグプロジェクトビッグプロジェクトビッグプロジェクトビッグプロジェクトではではではでは
初初初初ののののＰＦＩＰＦＩＰＦＩＰＦＩ事業事業事業事業

事業の特徴

■■■■エプロンエプロンエプロンエプロン、ＧＳＥ、ＧＳＥ、ＧＳＥ、ＧＳＥ通行帯等通行帯等通行帯等通行帯等のののの基基基基
本施設本施設本施設本施設にににに加加加加ええええ、、、、航空保安施設航空保安施設航空保安施設航空保安施設、、、、
構内道路構内道路構内道路構内道路・・・・駐車場駐車場駐車場駐車場、、、、共同溝共同溝共同溝共同溝、、、、上上上上
下水道等下水道等下水道等下水道等のののの整備整備整備整備もももも含含含含めためためためた事業事業事業事業

■■■■多数多数多数多数のののの事業者事業者事業者事業者のののの工事工事工事工事がががが輻輳輻輳輻輳輻輳
するためするためするためするため、、、、多種多様多種多様多種多様多種多様なななな調整調整調整調整がががが必必必必
要要要要（（（（関係事業者連絡会関係事業者連絡会関係事業者連絡会関係事業者連絡会のののの設置設置設置設置））））

■■■■現場内現場内現場内現場内にににに重要重要重要重要なななな地下構造物地下構造物地下構造物地下構造物
（（（（鉄道鉄道鉄道鉄道やややや航空機燃料航空機燃料航空機燃料航空機燃料のののの給油管給油管給油管給油管））））
がありがありがありがあり、、、、それらにそれらにそれらにそれらに影響影響影響影響をををを与与与与えなえなえなえな
いことがいことがいことがいことが求求求求められるめられるめられるめられる非常非常非常非常にににに難易難易難易難易

度度度度のののの高高高高いいいい工事工事工事工事

■■■■ＳＰＣＳＰＣＳＰＣＳＰＣのののの財務状況財務状況財務状況財務状況をををを含含含含むむむむ
モニタリングモニタリングモニタリングモニタリングのののの実施実施実施実施

（（（（業務要求水準書業務要求水準書業務要求水準書業務要求水準書のののの確認確認確認確認、、、、
ＳＰＣＳＰＣＳＰＣＳＰＣのののの監視監視監視監視））））
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■ＮＣ舗装設計■ＮＣ舗装設計

・ＮＣ版舗装構造に関する適切な・ＮＣ版舗装構造に関する適切な

疲労破壊基準の設定疲労破壊基準の設定

■高強度コンクリート■高強度コンクリート

・基準強度の確実性・基準強度の確実性

・水和熱による温度ひび割れ・水和熱による温度ひび割れ

■水砕スラグ■水砕スラグ

・舗装設計における剛性等の設定・舗装設計における剛性等の設定

■切削オーバーレイ■切削オーバーレイ

・ｵｰﾊﾞｰﾚｲｺﾝｸﾘｰﾄと切削面との・ｵｰﾊﾞｰﾚｲｺﾝｸﾘｰﾄと切削面との

付着性能及び長期耐久性付着性能及び長期耐久性

■地盤改良■地盤改良

・既設構造物に発生する振動や変位・既設構造物に発生する振動や変位
等の適切な離隔距離の設定等の適切な離隔距離の設定

技術提案に対する有識者等委員会の意見（１）

下記意見下記意見下記意見下記意見にににに対対対対してしてしてして、、、、試験試験試験試験やややや解析等解析等解析等解析等をををを行行行行いいいい確認確認確認確認するするするする

ＮＣ舗装舗装舗装舗装 水砕水砕水砕水砕スラグスラグスラグスラグ

高強度高強度高強度高強度
コンクリートコンクリートコンクリートコンクリート



1111

■既設構造物防護工■既設構造物防護工

・地盤変形が京急、三愛ｼｰﾙﾄﾞの構・地盤変形が京急、三愛ｼｰﾙﾄﾞの構
造安定性及び施設運用への影響造安定性及び施設運用への影響

■ＦＣＢ（気泡混合処理土）■ＦＣＢ（気泡混合処理土）

・吸水等による単位体積重量の増・吸水等による単位体積重量の増
加等の長期耐久性について加等の長期耐久性について

■高強度ＳＧＭ（軽量混合処理土）■高強度ＳＧＭ（軽量混合処理土）

・要求性能を確保可能とする適切な・要求性能を確保可能とする適切な
材料配合材料配合

■ＧＳＥ橋梁■ＧＳＥ橋梁

・超高強度繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄ（ＵＦＣ）・超高強度繊維補強ｺﾝｸﾘｰﾄ（ＵＦＣ）
を使用した橋梁構造については、を使用した橋梁構造については、

桁と桁の接合部、桁と床版の接合桁と桁の接合部、桁と床版の接合
部等の応力伝達性能、変形性能部等の応力伝達性能、変形性能

■維持管理■維持管理

・予防保全を考慮した維持管理計画・予防保全を考慮した維持管理計画

技術提案に対する有識者等委員会の意見（２）

下記意見下記意見下記意見下記意見にににに対対対対してしてしてして、、、、試験試験試験試験やややや解析等解析等解析等解析等をををを行行行行いいいい確認確認確認確認するするするする
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業務要求水準書の内容１

１．業務要求水準書の位置付け

民間事業者の創意工夫が極力発揮されるように、提供されるべき
公共サービスの水準を必要な限度で示す資料。
構造物、建築物等の具体的な仕様については必要最小限にとどめ
ることとされている。

応募するグループが設立する本件事業の遂行のみを目的とする
特別目的会社（以下「SPC」）に求める要求水準。

事業期間中はこの要求水準書を遵守しなければならなく国による業績
監視によって、要求水準を達成できない場合は、施設整備は是正を求
め、維持管理業務は改善勧告、サービス対価の減額又は契約解除等
の措置を行うことができる。

「民間資金等の活用による公共施設等の整備等
の関する事業の実施に関する基本方針 」 より
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業務要求水準書の内容２

２．主な提示条件

●設計供用期間：施設供用開始後５０年間

●荷重条件 ・地中構造物に対する最大設計荷重：ＬＡ－０
・地表構造物に対する最大設計荷重：５６０ｔ（Ａ３８０クラス）
・活荷重の載荷方法：Ａ３８０クラス又はＬＡｰ１荷重のうち構造物

に対して最も危険な荷重を用いること

●維持管理条件：大規模補修時における制限
・規模(3､000～5,000㎡）

・閉鎖可能スポット数（１回の工事につき１スポット）
・スポット閉鎖期間（１回の工事で最大４ヶ月）

●施工条件 ・作業時間・制限表面、残置物件等の存在等について提示
・関係事業者との調整の実施（関係事業者連絡会）
・既設構造物の存在（各施設管理者各施設管理者各施設管理者各施設管理者からのからのからのからの留意事項留意事項留意事項留意事項のののの遵守遵守遵守遵守）
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各施設管理者からの留意事項

各既設構造物に対する管理値

４ｍｍ／５ｍ平面性狂い

３ｍｍ／１０ｍ通り狂い

３ｍｍ／１０ｍ高低狂い

３ｍｍ水準狂い軌道に対する
管理値

左右方向

構造物の挙動で
±３mm

上下方向鉄道トンネル
に対する
管理値

管理値項 目京浜急行京浜急行

シールドトンネルシールドトンネル

±１０ｍｍ限界値

±８ｍｍ二次管理値
（工事中止値）

±５ｍｍ一次管理値
（警戒値）

軌道の変位
（鉛直・水平）
に対する管理値

管理値管理区分東京モノレール東京モノレール

作動余裕量（許容作動量から
現状の作動量および地震時の
作動量を差し引いた残りの作
業量）の５０％以内

可撓セグメント
の変位

±６ｍｍ
以内

内空変位（内空
直径の変位量）

±２０ｍｍ
以内

鉛直変位、
水平変位

トンネルの
変位・変形

管理値管理区分三愛石油三愛石油

シールドトンネルシールドトンネル
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性能に関する要求水準（１）

①空港としての使用性 空港機能、空港の使用性等

②構造物の安全性 大規模地震に対応する耐震性等

③工事の確実性 既設構造物への影響がない施工

④施設の維持管理性 十分な安全性・耐久性を
確保できる構造

⑤事業終了時の評価 ＰＲＩＰＲＩＰＲＩＰＲＩによるによるによるによる評価評価評価評価ＡＡＡＡ又又又又ははははＢＢＢＢ

※ ＰＲＩ・・・・健全度評価基準（Ａ、B、Ｃの３段階）

「空港土木施設点検要領（案）」より

◎対象施設の基本性能
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性能に関する要求水準（２）

●エプロン

１１１１．．．．００００％％％％以内以内以内以内それそれそれそれ以外以外以外以外

００００．．．．５５５５％％％％程度程度程度程度駐機部分駐機部分駐機部分駐機部分勾配勾配勾配勾配

「「「「空港土木施設空港土木施設空港土木施設空港土木施設のののの耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針（（（（案案案案）」）」）」）」にににに示示示示すすすす重要度重要度重要度重要度ＢＢＢＢのののの耐耐耐耐
震性能震性能震性能震性能をををを確保確保確保確保することすることすることすること。。。。

北側北側北側北側エプロンエプロンエプロンエプロン

「「「「空港土木施設空港土木施設空港土木施設空港土木施設のののの耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針（（（（案案案案）」）」）」）」にににに示示示示すすすす重要度重要度重要度重要度ＡＡＡＡのののの耐耐耐耐
震性能震性能震性能震性能をををを確保確保確保確保することすることすることすること。。。。

南側南側南側南側エプロンエプロンエプロンエプロン耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能

●ＧＳＥ通行帯、置場

１１１１．．．．５５５５％％％％をををを標準標準標準標準横断勾配横断勾配横断勾配横断勾配勾配勾配勾配勾配

●ＧＳＥ橋梁

ＧＳＥＧＳＥＧＳＥＧＳＥ通行帯通行帯通行帯通行帯のののの桁下空間桁下空間桁下空間桁下空間はははは、、、、空港連絡道路空港連絡道路空港連絡道路空港連絡道路のののの建築限界建築限界建築限界建築限界（（（（H=4.5mH=4.5mH=4.5mH=4.5m））））にににに、、、、橋梁部橋梁部橋梁部橋梁部
のののの維持管理上維持管理上維持管理上維持管理上のののの余裕余裕余裕余裕をををを確保確保確保確保することすることすることすること。。。。

建築限界建築限界建築限界建築限界

２２２２．．．．００００％％％％以下以下以下以下横断勾配横断勾配横断勾配横断勾配

３３３３．．．．００００％％％％以下以下以下以下縦断勾配縦断勾配縦断勾配縦断勾配勾配勾配勾配勾配

「「「「空港土木施設空港土木施設空港土木施設空港土木施設のののの耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針耐震設計指針（（（（案案案案）」）」）」）」にににに示示示示すすすす重要度重要度重要度重要度ＡＡＡＡのののの道路橋梁道路橋梁道路橋梁道路橋梁としてのとしてのとしてのとしての耐耐耐耐
震性能震性能震性能震性能をををを確保確保確保確保することすることすることすること。。。。

耐震性能耐震性能耐震性能耐震性能

◎設計に関する要求水準
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◎施工に関する
要求水準

安全確実な施工、品質管理システム、関連工事と
の調整、環境への配慮（周辺環境に対する配慮、
発生物の対処、施工中の排水水質）

一般事項（安全確実な施工、作業体制・工程、品質
管理システム、関連工事との調整、環境への配慮、
維持管理システム）

維持管理業務計画（維持管理方針、変状の要因の予
測、管理値の設定、健全度の評価、緊急時の対応等）

◎維持管理に関
する要求水準

◎財務に関する
要求水準

定款において本事業に関連のない事業を行わない
ことが規定されていること

性能に関する要求水準（３）
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土質条件１

工学的区分断面図
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土質条件２

工学的な地層区分

砂質土を主体とする地層。
Ｎ値が概ね50以上の層であり、Ｄs2層よりも良く締まっている。

Ｄs3洪積第３砂質土層

部分的に薄層で分布。
平均Ｎ値は30程度と大きく、非常に硬質。

Ｄc3洪積第３粘性土層

砂質土を主体とする地層。
平均Ｎ値は30程度。

Ｄs2洪積第２砂質土層

細粒分含有率は55～95％程度。
低塑性部と高塑性部が不均質に分布。
Ｄc1層より、かなり硬質な粘性土層。

Ｄc2洪積第２粘性土層

砂質土を主体とするが、一部砂礫が分布。
平均Ｎ値は20程度。

Ｄs1洪積第１砂質土層

細粒分含有率は50～100％程度。
低塑性部と高塑性部が不均質に分布。
Ａc2層、Ａsc層よりは若干硬質な粘性土層。

Ｄc1洪積第１粘性土層

細粒分含有率は20～60％程度。
低塑性な粘性土。

Ａsc沖積粘性土層

上部は砂分が多いが、中央部～下部は砂分の混入が少なくなる。
深度方向に塑性指数、自然含水比が直線的に大きくなる。
一軸圧縮強さ、圧密降伏応力は、深度方向に直線的に大きくなる。

Ａc2沖積第２粘性土層

細粒分含有率は10～30％程度。部分的に細粒分が多い。
平均Ｎ値は10程度。

Ａs1沖積第１砂質土層

砂質土を主体とした盛土。
細粒分含有率は10～50％程度。

Ｂs盛土層

特 徴記号地層区分
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